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【対象と方法】都市部の総合病院に入院した 65 歳以上の SE と診断された患
者連続 107 例を後方視的に調査した。ベンゾジアゼピンと他 1 剤の抗てんかん
薬を投与しても臨床上もしくは脳波上の発作時活動が停止しない状態を難治性
SE と定義した。脳波の律動性および周期性パターンはアメリカ臨床神経生理学
会の Standardized Critical Care EEG Terminology 2012 に則って分類した。
脳波とMRIは 2名の評価者が盲検的に判読した。modified Rankin Scale (mRS) 
で評価した機能障害が入院前後で悪化した場合を予後不良と定義し、予後不良
と関連する因子を単変量および多変量解析で検討した。 
【結果】年齢の中央値は 80 歳（66–98 歳）で、病前の mRS の中央値は 3 で
あった。慢性てんかんの既往は 34 例 (31.8%) で、約 7 割の患者は初発発作で
あった。急性期および慢性期の脳血管障害と認知症が病因の約 6 割を占めた。
難治性 SE は 33 例 (30.8%) であった。41 例 (38.3%) が予後不良で、そのう
ち 7例 (6.5%) が死亡した。脳波では、周期性放電 (PDs) が 21.0% (22/105例)、
律動性デルタ活動  (RDA) が 10.5% (11/105 例 )、従来の発作波形が 9.5% 
(10/105 例) にみられた。拡散強調画像で SE に関連した高信号は 28.0% (26/93
例) にみられた。κ統計量で評価した脳波所見と拡散強調画像所見の評価者間
の一致率はいずれも良好であった。単変量解析では、てんかんの既往がないこ
と (p = 0.003)、病因（急性症候性 [p = 0.003]、慢性症候性 [p = 0.02]）、難
治性 SE (p < 0.001)、特定の脳波所見（PDs [p < 0.001] と従来の発作波形 [p = 
0.001]）、拡散強調画像高信号の存在 (p < 0.001) が有意に予後不良と関連し
ていた。多変量解析では、拡散強調画像高信号の存在  (OR 6.13 [95%CI 
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